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　　　　　　　　　　　　漁具選択性バラメータ集

　この十数年間，日本沿岸各地では資源管理をめざして，多くの漁具選択性に関する調

査研究が行われた．特に，小型魚を保護するために，その混獲を避けるにはもっとも最

初に検討するべき項目ともなっている．一方，日本沿岸におけるほとんどの漁業は複数

魚種を対象として操業を行っており，ひとつの漁業でも資源管理を検討するべき魚種は

多数になる．さらに，漁具選択性を調査などから求めることは多量の労力を必要とする．

限られた時間と経費の中で資源管理を進めていくには，これまでの成果を最大限利用す

ることも考えるべきであろう．昨年度にこの十数年間における漁具選択性の報告書など

を収集するとともに，その目録を印刷した．そこで，これまで得られた成果の中から，

刺網や底曳網の網目選択性などに関する結果を整理し，この選択性曲線のパラメータを

集めた．残念ながら，報告書の中で貴重なデータが示されながら，選択性曲線が求めら

れていないものもいくつか見られた．これらについては，解析し直すことで曲線式を新

たに求めて加えたものもある．また，結果には，曲線式のみならず，魚の大きさと目合

によって，どの程度の魚が取れるのかを示した表を加えるようにした．これによって，

おおよその選択性を把握できることであろう．

　ここで示された漁具選択性のパラメータは，あくまでひとつ，あるいはいくつかの調

査研究から求められたものである．漁具選択性は，網目の大きさである目合以外にも，

網の仕立てや操業方法などそのほか多くの要因によって影響されることが知られてい

る．また，漁具や漁船，操業方法のみならず，対象魚の行動や操業海域の特性も，海域

や港によって随分と異なることも周知の事実である．本来ならば，管理の対象となる漁

業が通常行う操業条件下で，漁具選択性は求められるべきであり，その結果が管理に適

用されるべきである．このパラメータ集で示されたものがすべてではないことをまず申

し添えておきたい．また，ここで掲載できた魚種数も，日本沿岸で対象とされている魚

種を網羅できているわけではない．資源管理を要する魚種では，漁具選択性を求める努

力がなされているが，いまだに調査事例がない魚種も多い．あらたに開発研究が盛んに

行われている選択漁具類については，まだまだその魚種選択やサイズ選択の能力は明ら

かでない．今後とも，調査研究が必要であることは明らかであろう．さらに，監修者の

力不足でここに掲載し損ねた結果もある、今後，さらに検討を重ね，新たな成果を補完

していきたい．

　この漁具選択性パラメータ集が，漁業や管理の現場で役立つことを期待するものであ

る．

監修者東　海 正（東京水産大学）
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　　　　　　　　　　　　　本書の使い方について

　一つの漁業種類別魚種別の結果を，2ぺ一ジにわたる文献とその概要および計算方法

と，その後に1ぺ一ジないし数ぺ一ジにわたって目合別魚の大きさ別の選択率，つまり

漁具に残る割合を計算した表の順に掲載した．
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まず，最初のぺ一ジには，漁業種類と魚種が，挙

られ，目合別体長別選択率の表を計算する元とな

た文献が示されている．

　なお，ここでの文献番号は，咋年度に刊行された

「日本における選択漁具漁法の取り組み関連報告書

等目録」における整理番号である．

　次に，この文献から，選択性を求めるために用い

られた実験方法と結果の概要を示した．これらの選

択性を求めるための方法や用語については，別に刊

行される「漁獲選択性の解析手法」を参考にされた

　文献中の結果だけでは，目合別体長別選択率を推定することが困難な場合には，示さ

れた結果をもとに再計算を行って，選択性曲線を求めるマスターカーブのパラメータを

求めた．引き続くぺ一ジには，選択性曲線を表す式を，その再計算方法とともに示して

いる．

方法

’…（蔓蔓）ぐ一ここでは，再計算を行った場合には，その計算結

マガレイ1＝対する蠣目邊択性曲線マスターカープ

　　体艮！目合
口　目合2．5寸05mm〕O　目合2寸崎〔㎞m〕

○　目合2寸｛60mm〕一邊択性曲伯

果が元の文献の範囲を越えるものなので，再計算を

行った担当者の氏名を記した．

　選択性曲線の計算式が，再計算の結果とともに示

されている．この式をもとに，3ぺ一ジ目以降の目

合別体長別の選択率が計算される．

また，注意するべき事柄などが備考に記入された．
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　3ぺ一ジ目以降には，下記のように，いくつかの目合を列にして，それぞれの目合で，

体長別の選択率の計算結果を％で表した．

マガレイに対する袋縄の鰻冒選択率

’　　、　　　　　　　　　　30　　　　　35　　　　　40　　　　　45　　　　　50　　　　　55　　　　　60　　　　　70　　　　　80　　　　　90

896　　　　　1％　　　　　09ら　　　　09も　　　　096

259も　　　　49も　　　　　互96　　　　09も　　　　　0％

5δ9ら　　　至ユ96　　　　296　　　　／9ら　　　　096

83％　　　　299も　　　　6？6　　　　！％　　　　　096

95？6　　　5696　　　！596　　　　496　　　　19る

9996　　　8096　　　32？6　　　　896　　　　29‘，

！009る　　　　92決＾　　　5696　　　　1896　　　　　5％

10096　　　9796　　　7796　　　3496　　　1Gつも

！0096　　　99つも　　　　90％　　　　569も　　　　20％

1（）096　　！0（）9も　　　969ε　　　7596

O％　　　　　096　　　　0％　　　　　09己　　　　096

096　　　　0％　　　　　O％　　　　　096　　　　09も

　　09ら　　　　09も　　　　096　　　　09も

096　　　　09ら　　　　C％　　　　　096　　　　09る

O？6　　　　0？6　　　　096　　　　096　　　　09も

196　　　　09る　　　　09告　　　　096　　　　096

29も　　　　ユ96　　　　096　　　　09も　　　　09る

3％　　　　　王9る　　　　O％　　　　　O％　　　　　096

7％　　　　2％　　　　O％　　　　O％　　　　09も

139ξ　　　　496　　　　｝％　　　　　096　　　　096

1OO％　　　王OO％　　　　　　　　　　88％　　　　56％　　　　2396　　　　89ら　　　　j　qら　　　　α光　　　　　09ら

！00％　　　／0（）9ξ　　！0096　　　98％　　　　869も　　　5696　　　25％　　　　　49も　　　　196　　　　09ら

10096　　　王009も　　　100％　　　】一00％　　　　9796　　　8496　　　56％　　　　119ξ　　　　296　　　　　196

100％　　　！0096　　10096　　　10C96　　　999己　　　9696　　　8396　　　2996　　　　6％　　　　　1％

！0096　　　　　　　　　10096　　ユ00％　　　　　　　　　　9996　　　959る　　　56決，　　　王5％　　　　　49ら

！00％　　　！00％　　　100％　　　10096　　王OO％　　　100％　　　　99％　　　　SO％　　　　32％　　　　　896

1009る　　　！00弓も　　　1O09ら　　　！0096　　　工O（形6　　　王O09ら　　　！0096　　　92？も　　　　569ら　　　　1896

10096　　　王O096　　！009ら　　王O09も　　　1OO？る　　　1009ら　　王009も　　　97％　　　　779色　　　3496

11111ポポポlllllll1烹11∴

Lo曇sticequaせon∫惚）＝exp（α十搬）ノ＝1÷exp【σ十淑、：　ただし犬・・体髪1昌合

ノ｛ラメータ　　　　　α＝一王5．7　　　5＝7．9632　　　　　　　　　　　　R50％＝1．97！2．S．R．二0．28

　この結果は袋網の網目選択性を扱っているので，ここでの選択率は袋網の網目を抜け

ずに網内に残る確率（割合）を表している．

　例えば表中で，底曳網の魚捕部の目合が45mmのとき，体長85mmのマガレイに対

しては選択率34％である．このことは，この目合では，網内に入った体長85mmのマ

ガレイのうちで，34％は網内に残り，66％は網目から抜けることを意味している．

　このように，特に前ぺ一ジまでの計算式を知らなくても，おおよその選択性をこの表

から読み取ることができる．

　これ以外に，刺網の選択率は，底曳網などの袋網の選択率とは意味が異なり，相対的

な漁獲効率を表す．袋網では体長に対する選択率がS字型に並び，ある大きさよりも

大きな体長の魚は100％獲れることを表す．これに対して，刺網の体長に対する選択性

を描くと，ある値で最大値を示す釣鐘型を呈する．つまり，刺網では，その目合の網目

でもっと効率よく魚を取れる体長が存在する．一般的に，その体長を最適体長と呼び，

この最適体長における漁獲効率を！00％としたときの相対的な効率を％で表示して，刺

網の選択性が表される．
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漁業種類，漁具漁法名，選択部位や装置

小型底びき網（手繰第2種）

対象魚種の標準和名と学名

カタクチイワシE惚〃〃∫プψo〃C鮒

オキヒイラギ”ク0g〃α肋〃∫7””α肋8

イトヒキハゼCびμ06舳肋∫〃ψ7

No．

魚捕部の網目

テンジクダイλ力090〃伽θα肋∫

スジハゼん舳炊0906伽〃α〃舳〃

ハタタテヌメリRφo刎〃oθ舳∫〃1θ肌加舳θケ、

文献　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文献番号　日水誌36）

東海正・大本茂之・松田　咬，1994：瀬戸内海における小型底曳網の非有用投棄魚に

対する網目選択性．日水誌，60（3），347－352．

実験と解析の方法

カバーネット試験法：コッドエンド目合　6種類

（目合内径！7．5，20．6，22．5，24，948．1，71．8mm）

カバーネット目合内径13．8mm

目合内周長に対する胴周長に基づくマスターカーブ法によって選択性曲線が求められて

いる．

　体胴周長は魚体の断面を簡略化して，体胴断面は下図のように，二つの円の重なり合

う部分で近似できると仮定する．体長L，体高D，体幅πとすると，体長と体高，お

よび体長と体幅の関係式は次式のように表わされる．

　　　　D＝αDL＋βD　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）

　　　　η7＝αwL＋βw　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）

　ただし，ここでは，αDとαWおよびβDとβWは，体長に対する体高と体幅それぞ

れの回帰直線の回帰係数と回帰定数とする．体胴周長Gは，次式のようになる．

魚体が側扁している場合，

　　　　　　　π2＋D2　　　　2〃の
　　　　G＝　　　　　　　　　　　　tan■1　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）

　　　　　　　　π　　　　　　1）2一π2

魚体が縦扁している場合，

　　　　　　　π2＋D2　　　　2兀の
　　　　G＝　　　　　　　　　　　　tan－1　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）

　　　　　　　　D　　　　　　π2－D2

　　　　魚体が側偏する場合　　　　　　　魚体が縦偏する場合

㌧、、

D
／D

一1一



実験結果

　目合内周長に対する胴周長を変数として，選択性が表わされている．
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O．2

0．0一

▲・▲・▲・・・…

0．5　　　　1．0　　　　1．5

0．5　　　　1．0　　　　1－5

ハタタテヌメリ

O．5　　　　　　1．0　　　　　　1．5

体胴周長／網目内周長

選択性曲線

　求めた回帰直線式と選択性曲線マスターカーブのパラメータは次のとおり

回帰直線式の回帰係数αと回帰定数β

体長一体高

　関係式

体長一体幅

　関係式

選択性曲線マスターカーブ

ロジスティック式

∫（R）＝1／［1＋exp（α一6R）］，

　　ただしR：G／（2〃）

α。　　　β。 αW
β。、

α 6
カタクチイワシ

テンジクダイ

オキヒイラギ

スジノ、ゼ

イトヒキノ、ゼ

ハタタテヌメリ

0．120

0．408

0．372

0．185

0．208

0．0983

3．02

－1，97

0．147

0，390

－O．354

1．36

0．0760

0．197

0．121

0．145

0．163

0．158

1．58

－1，31

0．708

0，335

－1，48

3．57

8．51

10．09

17．21

13．34

10．74

11．14

！0．89

12．21

18．26

16．65

12．53

14．22

備考（コメントなど）
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~7 ~ i7 ~ 4 7 ~ Cc~~t ~~~~E9)~~ ~ ~;~~~j~ 

c~~ tf~~E=~~~]~ ~ ~ (pt~'(:~) mm ~ 

(nun) (mm) lO 15 20 25 30 35 40 45 50 55 

30 16.l 560/0 60/0 20/0 lo/o Oolo Oo/o Oolo Oolo Oolo Oolo 

40 19.1 870/0 170/0 30/0 10/0 10/0 Oolo Oolo OOlo Oo/o Oolo 

50 22 . 1 970/0 38 o/o 8010 20/0 1010 10/0 Oolo Oolo Oolo Oo/o 

OO 25.0 990/0 640/0 1 6010 5010 20/0 1010 10/0 Oolo Oo/o Oolo 

70 

80 

90 

1 OO 

110 

1 20 

1 30 

1 40 

1 50 

1 60 

1 70 

1 80 

28.0 

31.0 

34 . O 

37 . O 

40 . O 

43.0 

46 . O 

49 . O 

52 . O 

55 . O 

58 . O 

61.0 

1 OOolo 

1 OOolo 

lOOolo 

100010 

1 OOolo 

1 OOolo 

1 OOolo 

100010 

IOOo/o 

IOOo/o 

IOOo/o 

1 OOo/o 

84 olo 

94010 

98 o/o 

990/0 

IOOo/o 

IOOo/o 

IOOo/o 

IOOo/o 

IOOo/o 

IOOO/o 

IOOo/o 

1 OOolo 

290/0 

490/0 

680/0 

830/0 

920/0 

96010 

98 o/o 

99010 

1 OOo/o 

lOOolo 

100010 

100010 

8010 

1 50/0 

250/0 

390/0 

550/0 

70010 

82010 

900/0 

940/0 

970/0 

98 olo 

990/0 

30/0 

50/0 

9010 

140/0 

220/0 

330/0 

460/0 

60010 

720/0 

810/0 

880/0 

930/0 

2010 

2010 

40/0 

60/0 

90/0 

140/0 

210/0 

290/0 

400/0 

51010 

630/0 

730/0 

10/0 

10/0 

20/0 

3010 

4010 

70/0 

lOo/o 

l 4010 

l 9010 

260/0 

350/0 

450/0 

lolo 

10/0 

10/0 

2010 

2010 

4010 

50/0 

70/0 

100/0 

140/0 

1 8010 

240/0 

OOlo 

10/0 

10/0 

1010 

20/0 

20/0 

30/0 

4010 

50/0 

70/0 

10010 

130/0 

Oolo 

Oolo 

1010 

10/0 

10/0 

10/0 l 

20/0 

30/0 

3010 

40/0 

60/0 

80/0 

s(R)= I /[1+exp(a - bR)], f,_-/:jL R=G/(2M) 

/~~ )( - ~ a =8.51 

~~J~1~~ /(2' H ~) 

b =10.89 

aD ~D 

O . 120 3 .02 

a~v 

O . 0760 

~. ~~ 
1 . 58 

~ ~ 5; i7 ~r 4 e:~~t ~ ~~~~O)~E ~ ~;~~~~ 

f~~~ tf~~E:=~~I~1~ 

(mm) lO 

~l ~ (Ftg4'~) mm 
' 

(nun) 15 20 25 30 35 40 45 50 55 

30 

35 

40 

45 

50 

55 

60 

65 

70 

75 

80 

85 

90 

95 

IOO 

23 . 2 

27.9 

32 . 6 

37.2 

41.9 

46 . 6 

51.3 

56 . O 

60.7 

65 . 4 

70 . O 

74 . 7 

79 . 4 

84 . 1 

88 . 8 

98010 

1 OOo/o 

1 OOo/o 

1 OOo/o 

1 OOo/o 

1 OOolo 

1 OOolo 

100010 

100010 

100010 

100010 

100010 

IOOo/o 

lOOolo 

1 OOolo 

340/0 

780/0 

960/0 

990/0 

100010 

100010 

l OOolo 

1 OOolo 

100010 

100010 

100010 

lOOo/o 

IOOo/o 

100010 

IOOo/o 

50/0 

l 70/0 

460/0 

780/0 

940/0 

98010 

IOOo/o 

IOOO/o 

IOOo/o 

IOOo/o 

IOOo/o 

IOOo/o 

1 OOo/o 

1 OOolo 

l OOolo 

10/0 

40/0 

110/0 

27010 

540/0 

780/0 

920/0 

970/0 

990/0 

100010 

l OOo/o 

1000/0 

1 OOo/o 

l OOolo 

100010 

Oolo 

l olo 

30/0 

80/0 

1 70/0 

350/0 

590/0 

790/0 

910/0 

960/0 

980/0 

990/0 

IOOo/o 

IOOo/o 

IOOo/o 

Oolo 

l o/o 

1010 

3010 

60/0 

1 20/0 

240/0 

420/0 

620/0 

790/0 

890/0 

950/0 

98010 

990/0 

IOOo/o 

Oolo 

Oolo 

10/0 

10/0 

20/0 

50/0 

90/0 

l 80/0 

300/0 

47010 

650/0 

790/0 

880/0 

940/0 

970/0 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

10/0 

1010 

2010 

4010 

8010 

130/0 

230/0 

360/0 

510/0 

660/0 

790/0 

880/0 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

1010 

1010 

20/0 

4010 

60/0 

110/0 

180/0 

280/0 

40010 

54010 

680/0 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

10/0 

10/0 

20/0 

30/0 

60/0 

9010 

14010 

220/0 

320/0 

44010 

s(R) = I /[1+exp(a - bR) I . f,_- /~ L R=G/ (2M) , 

/~~ )( - ~~ a =10.09 

~~~l~ /(2' H ~~) 

b =12.21 O . 408 

fiD 

-1 .97 

a ~v 

O . 1970 

~W 
-1.31 

~ 3 -



t ~ l: 4 ~ ~ec~~t ~~~EIO)~E 1~ ~;~~~~ 

~~~ 

(nun) lO 

!~ ~ ( ~~14'**) mm 

= 
(nun) 15 20 25 30 35 40 45 50 55 

30 

35 

40 

45 

50 

55 

60 

65 

70 

75 

80 

85 

90 

95 

IOO 

24 . 8 

28 . 7 

32 . 7 

36 . 7 

40.7 

44.6 

48 . 6 

52.6 

56 . 6 

60 . 5 

64 . 5 

68 . 5 

72 . 5 

76 . 4 

80 . 4 

IOOo/o 

1 OOo/o 

1 OOo/o 

IOOo/o 

1 OOo/o 

1 OOo/o 

1 OOolo 

100010 

100010 

1 OOolo 

IOOo/o 

l OOo/o 

IOOo/o 

l OOo/o 

1 OOolo 

l lo/o 

570/0 

940/0 

99 o/o 

100010 

100010 

100010 

1 OOo/o 

100010 

IOOo/o 

IOOolo 

1 OOolo 

IOOo/o 

IOOolo 

1 OOolo 

Oolo 

2010 

90/0 

390/0 

790/0 

96010 

990/0 

IOOo/o 

1 OOo/o 

l OOolo 

100010 

IOOo/o 

l OOo/o 

1 OOolo 

100010 

Oolo 

Oolo 

10/0 

20/0 

9010 

290/0 

630/0 

880/0 

970/0 

990/0 

100010 

100010 

100010 

IOOo/o 

IOOo/o 

Oolo 

OOlo 

Oolo 

Oolo 

lo/o 

3010 

80/0 

230/0 

50 olo 

770/0 

920/0 

970/0 

990/0 

1 OOo/o 

IOOo/o 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

1010 

30/0 

80/0 

1 90/0 

410/0 

660/0 

840/0 

940/0 

980/0 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

10/0 

1010 

3010 

8010 

170/0 

340/0 

560/0 

760/0 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

10/0 

2010 

40/0 

80/0 

1 5010 

290/0 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

10/0 

2010 

4010 

70/0 

Oolo 

Oolo 

Oo/o : 
Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

1010 

10/0 

20/0 

s(R)= I /[1+exp(a - bR)], f,_-7~U R=G/(2M), ~~~I~: /(2' ~i~~) 

/~~ )( - ~ a =17.21 b =18.26 
aD PD 

O . 372 O . 15 

alv 

O. 1210 

pW 
0.71 

;~S;/¥iiec~~t~~~~~o)~~I~~;~~~ 

~~~~ 

(mm) 10 

~ A (~~l'(i~) mm 
' 

(mm) 15 20 25 30 35 40 45 50 

30 

35 

40 

45 

50 

55 

60 

65 

70 

75 

80 

85 

90 

16.3 

18.8 

21.4 

23 . 9 

26 . 4 

29.0 

31.5 

34 . O 

36 . 6 

39. 1 

41.6 

44.2 

46 . 7 

560/0 

910/0 

990/0 

1 OOo/o 

IOOo/o 

IOOo/o 

1 OOolo 

1 OOo/o 

IOOO/o 

1 OOo/o 

1 OOolo 

100010 

IOOo/o 

10/0 

50/0 

19010 

480/0 

790/0 

94010 

980/0 

1 OOolo 

100010 

100010 

IOOo/o 

1 OOolo 

100010 

Oolo 

Oolo 

1010 

30/0 

90/0 

22010 

440/0 

700/0 

870/0 

95 o/o 

98 o/o 

990/0 

IOOo/o 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

lolo 

2010 

50/0 

l 2010 

24010 

420/0 

630/0 

800/0 

900/0 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

10/0 

20/0 

4010 

8010 

1 40/0 

250/0 

410/0 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

10/0 

10/0 

2010 

30/0 

60/0 

1 Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oo/o 

Oolo 

lo/o 

10/0 

20/0 

3010 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

10/0 

10/0 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oo/o 

s(R)= I /[1+exp(a - bR)], f._-/~ L R=G/(2M) 

/~~ ･( - ~7 a =13.34 

~~~~l~ /(2' i i~) 

b =16.65 

~D 

O 185 0.39 

aw 
O . 1450 

p, 
W 
O . 34 

- 4 -



4 F l: ~/¥iicc~rt~~~~~a)~~~I~~~~~ 

~~~ tf~XE:=E~J~]~~ ~l ^ ( Ftg4'**) mm ~ 

(nun) (mm) 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 

30 14.3 l 40/0 lolo Oolo Oolo Oolo Oolo Oolo Oolo Oolo OOlo 

35 17.1 490/0 30/0 Oolo Oolo Oolo Oo/o Oolo Oolo Oo/o Oolo 

40 19.9 850/0 80/0 lo/o Oolo Oolo Oolo Oolo Oolo Oolo Oolo 

45 

50 

55 

60 

65 

70 

75 

80 

85 

90 

95 

IOO 

l05 

110 

ll5 

22 . 7 

25.6 

28 . 4 

31.2 

34 . 1 

36 . 9 

39 . 8 

42 . 6 

45 . 4 

48 . 3 

51 . 1 

54.0 

56 . 8 

59 . 7 

62 . 5 

970/0 

990/0 

1 OOolo 

1 OOo/o 

IOOo/o 

lOOo/o 

1 OOolo 

IOOolo 

1 OOo/o 

IOOo/o 

l OOolo 

1 OOo/o 

100010 

1 OOolo 

1 OOO/o 

22010 

480/0 

750/0 

91010 

970/0 

990/0 

1 OOolo 

100010 

l OOolo 

100010 

100010 

1 OOolo 

IOOo/o 

IOOolo 

l OOolo 

3010 

6010 

1 40/0 

28 olo 

480/0 

690/0 

850/0 

930/0 

970/0 

990/0 

990/0 

1 OOolo 

100010 

1 OOo/o 

100010 

1010 

10/0 

30/0 

5010 

l Oolo 

180/0 

310/0 

480/0 

660/0 

80010 

890/0 

94010 

970/0 

990/0 

990/0 

Oolo 

Oolo 

lo/o 

10/0 

3010 

50/0 

8010 

1 40/0 

220/0 

34010 

480/0 

63 o/o 

760/0 

850/0 

910/0 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

l olo 

lo/o 

20/0 

30/0 

40/0 

7010 

llo/o 

170/0 

25010 

360/0 

480/0 

610/0 

Oolo 

Oo/o 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

10/0 

1010 

20/0 

30/0 

4010 

60/0 

9010 

l 4010 

200/0 

28010 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

10/0 

10/0 

1010 

20/0 

3010 

4010 

60/0 

80/0 

1 20/0 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oo/o 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

10/0 

10/0 

lolo 

20/0 

30/0 

4010 

50/0 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

l o/o 

1010 

10/0 

10/0 

20/0 

30/0 

s(R)= I /[1+exp(a - bR)], t,_-/~ I~ R=G/(2M) 

/~~ )( - ~7 a =10.74 

~~~]~ /(2' i ~~i) 

b =12.53 o . 208 

~D 
-O . 35 O. 1630 

pW 
- I .48 

l¥~l ~l ~ 5~ ;( 'J ec~~t ~~a~a)~~ I~~;~~~~ 

~ ~~ tf~XE=E~~l~~ 

(*) 10 
~ ~ (~9'(~*) mm 
= 

(mm) 15 20 25 30 35 40 45 50 60 

30 

40 

50 

60 

70 

80 

90 

l OO 

110 

l 20 

l 30 

140 

l 50 

1 60 

1 70 

1 80 

190 

200 

19.5 

23 . 4 

27 . 3 

31 .2 

35.l 

39 . O 

42.9 

46 . 9 

50 . 8 

54 . 7 

58 . 6 

62 . 5 

66 . 4 

70.4 

74 . 3 

78 . 2 

82 . 1 

86 . O 

940/0 

l OOo/o 

lOOolo 

l OOo/o 

IOOo/o 

l OOolo 

l OOo/o 

lOOolo 

l OOolo 

IOOo/o 

1 OOo/o 

IOOo/o 

100010 

1 OOo/o 

l OOolo 

l OOolo 

l OOo/o 

IOOolo 

130/0 

480/0 

860/0 

97010 

1000/0 

1000/0 

100010 

100010 

1 OOolo 

IOOo/o 

1 OOo/o 

100010 

1000/0 

100010 

100010 

IOOo/o 

1 OOo/o 

100010 

10/0 

60/0 

190/0 

49010 

790/0 

94010 

980/0 

IOOo/o 

1 OOolo 

1 OOo/o 

100010 

1 OOolo 

IOOo/o 

100010 

1 OOo/o 

100010 

1 OOo/o 

100010 

Oolo 

10/0 

30/0 

9010 

240/0 

490/0 

740/0 

900/0 

960/0 

990/0 

lOOolo 

100010 

IOOo/o 

1 OOolo 

lOOolo 

lOOolo 

l OOolo 

lOOo/o 

Oolo 

Oolo 

1010 

20/0 

6010 

1 3010 

280/0 

49010 

710/0 

860/0 

940/0 

980/0 

990/0 

l OOolo 

1000/0 

1 OOolo 

1 OOo/o 

1 OOo/o 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

lo/o 

20/0 

4010 

80/0 

1 60/0 

30010 

490/0 

68 olo 

830/0 

910/0 

960/0 

980/0 

990/0 

l OOo/o 

100010 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

10/0 

10/0 

30/0 

60/0 

11010 

1 90/0 

330/0 

49010 

660/0 

80010 

890/0 

940/0 

97010 

980/0 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oo/o 

Oolo 

lo/o 

lolo 

20/0 

40/0 

8010 

1 30/0 

220/0 

340/0 

490/0 

65010 

770/0 

860/0 

920/0 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

10/0 

lolo 

2010 

3010 

60/0 

10010 

1 60/0 

24 o/o 

360/0 

500/0 

63010 

750/0 

Oo/o 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

Oolo 

10/0 

10/0 

1010 

20/0 

4010 

6010 

90/0 

l 3010 

20010 

28010 

s(R)= I /L1+exp(a - bR)], t,_-/~ J~ R=G/(2M) 

/~~ )( - ~ a =11.14 

~~~~]*. ~~ /(2' D ~~) 

b =14.22 

~D 

O 098 1 .36 O . 1580 

~~v 

3 . 57 
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漁業種穎，漁具漁法名，選択部位や装置　　No．

小型機船底びき網（板びき）　　　　　　　魚捕部の網目

対象魚種の標準和名と学名 タチウオτ7た〃〃〃）ψ0〃6〃∫

文献　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文献番号　59）

和歌山県（瀬戸内海東ブロック），1989：天然資源調査，タチウオ，漁業用船調査．昭

和63年度広域資源培養管理推進事業報告書，10－19．など

目合の変更のほかはすべて実際の操業と同じ内容を持ち，曳網速度約2ノット，1回の

曳網時間は1．5時間とした．

No． 日付 操業方法 使用した目合 網糸の仕様

1 1988／7／16 並行操業 13，9，8節 200デニール，ポリ24本撚り

2 1988／8／エ0 〃 〃 〃

3 1988／9／38 カバーネット試験 6，8，9節 〃

4 1988／10／15 〃 〃 〃

5 1988／11／5 〃 〃 〃

6 1988／11／12 〃 〃 400デニール，ポリ24本撚り

7 1988／12／24 〃 〃 〃

8 1989／1／15 〃 〃 〃

9 1989／2／10 〃 6，7，8節 〃 ■

10 1989／3／3 〃 〃 〃

実験結呆 ■

第3回以降のカバーネット法の結果を用いて，肛門前長に対する選択率が図示され
た． ■

■
■
■

I
■

案験と解析の方法

　箕島町漁協小型機船底曳網（13．49トン）3隻を，1988年7月から1989年3月まで各

月1回の計10回傭船して，13，9，8，6節の網にを用いた並行操業2回と，9，8，7，6

節の網に13節（200デニール，ポリ！5本撚り）のカバーネットを取り付けたカバーネッ

ト試験7回，延べ105回の操業実験を行った．

一6一


